
福岡県飯塚市出身。東北福祉大学卒業。

1988年、特別養護老人ホーム生活相談員。

1996年に第2宅老所よりあい所長、2013年に宅老所よりあい代表。

2015年よりあいの森施設長、2022年退任。

現在はよりあい統括所長、社会福祉法人福岡ひかり福祉会理事。

著書に 『おばあちゃんが、ぼけた』 『看取りケアの作法』

『シンクロと自由』 『ぼけと利他』 等がある。

介護する側とされる側の思いが重なる

                                〈シンクロ〉の瞬間と、どうしても埋められない

                                ズレの先にある〈自由〉。

その間で揺れ動く、人と人とのリアルな関係に

は、簡単な答えはどこにもありません。

だからこそ、自分ならどう関わるかを問い続け

たくなる内容です。

優しさや技術だけでは乗り越えられない “人間の限界”にも気づかされ、

時に「逃げる」という選択すら、現場では必要だと教えてくれます。

これから始める人にも、少し疲れている人にも響く一冊です。

読み終えたとき、きっとあなたの中の“介護観”が変わります。

思いは違っても

体は勝手にシンクロしてしまう。

それを頼りに介護は始まった。

しかし、老人は抗う。

シンクロはズレはじめる。

そのときだ。

くっきりとした輪郭を持った

ひとりの老人が

ぼくの目の前に現れたのはーー。

万策尽きて、途方に暮れているのに、希望が勝手にやってくる。

誰も介護はされたくないし、誰も介護はしたくないのに、笑いが

にじみ出てくる。しなやかなエピソードに浸っているだけなのに、

気づくと温かい涙が流れている。

シンクロとは ふたりで 『今ここ』 をとらえること。

介護は 「大変さ」 ばかりではない、

魅力や奥深さを実感させてくれる一冊。

担当 ： 草野

（開場：９：３０）

岩手県

１０：００～１１：３０

主 催 後 援認知症介護指導者ネットワーク 岩手県支部

（公財） いきいき岩手支援財団

【いわて保健福祉基金】助成事業
お問合せ 019-601-5573
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